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働いた。「お金をいくらかけてもいいから、目的の
化合物を期日までに合成することを課せられてい
た。合成ルートを自分で考え、試薬も買って、スケ
ジュールを立てて取り組んだ」と振り返る。
　人里離れた田舎にある研究所で朝から晩まで研究
に没頭する毎日。完全に個人プレーの世界で、研究
は楽しかったが、孤独感もあった。働き始めて数年
後、優秀な成果を収めていた藤田さんは同年代の中
からただ１人、著名な大学の研究室に国内留学する
候補者に内定した。名誉なことだったが、応じれば
その後も研究者として歩まざるを得ないと危惧し
た。
　「このまま定年まで勤めて自分は満足できるのか
と感じていた。もっと他にできることはないのか。
人と触れ合ったり協力したりして活動したいと思っ
た」。迷った挙げ句、製薬会社を退職。地元の神奈
川県に本社を置く薬局チェーン、薬樹に転職した。
　薬樹では薬局の現場で３年間、薬剤師として働
いた。その間、研究者の経歴を生かし「薬を構造

式から考える」と題した読み物を
社内に発信した。面白い社員がい
ると評判になり、本部から声がか
かった。以降は約４年間、本部スタ
ッフとして教育や研修、経営企画に
関わった。
　薬局チェーンでの仕事は充実して
いたが、次第にもっと大きなスケー
ルで社会に貢献したいと考えるよう
になった。毎年秋に世界で開かれる
国際薬剤師・薬学連合国際会議（Ｆ
ＩＰ）に自費で参加。各国の薬剤師
や研究者が交流する姿を見て刺激を
受けた。「エビデンスやツールを作
って発信し、それが世界で活用され
るようになれば幅広く社会に貢献で
きる」。そう考えて薬樹を退職。Ｆ
ＩＰの社会薬学管理部門長を務める
オーストラリアの研究者に師事する
ため、シドニー大学の門を叩いた。

（１ページから続く）

　海外に飛び出して約６年。まもなくシドニー大学
博士課程を修了する見通しだ。博士号取得後の進路
はまだ定まっていない。「薬局版ＱＩの研究テーマ
でポスドクとして雇ってくれる海外の大学や機関が
あれば、そこで研究者として活動したい」と藤田さ
んは話す。狭き門だが、各方面にアプローチして道
を切り拓きたいという。
　薬局版ＱＩへの関心は世界的に高まりつつある。
ただ、薬局版ＱＩを社会に実装している国は少なく、
多くの国では認知度がまだ低かったり、研究段階だ
ったりするのが現状だ。
　「研究テーマとして実際に取り組んでみて、薬局
版ＱＩの重要性を強く実感した。普及に向けて誰か
が課題の解決に取り組まなければならない」。世界
の研究者らと連携して医療現場で活用できるＱＩを
開発したり、国同士で比較したりしたいという。
　解決すべき課題は多いが、「きちんと進めていけ
ばいつかはゴールに辿り着くことを基礎研究で学ん
だ。海外で活動してみて、同様に動き続けていれば
解決できるという手応えを得た」と藤田さん。「英
語はたどたどしいが、思いをもって話せば熱意は通
じるし、ネットワークも広がる。できるという手応
えを胸に取り組みを進めたい」と意気込む。
　今年２月、世界の研究者が連携して薬局版ＱＩの
課題解決に取り組むワーキンググループが、欧州の

臨床薬学研究者の組織「ファーマシューティカルケ
ア・ネットワーク・ヨーロッパ」（ＰＣＮＥ）に設
置された。藤田さんらが働きかけて実現したものだ。

極めて異例なことに、ワーキンググループのリーダ
ーの１人として日本人の藤田さんが抜擢された。目
標の達成へ。また一歩階段を上った。

　多忙な研究生活を送る藤田さんの趣味は、山や野
原の未舗装路を走るトレイルラン。オーストラリア
で初めて走ったフルマラソンを契機にランニングに
のめり込み、トレイルランの大会にも出場するよう
になった。
　「土や枯葉を踏む感触、森の匂い、川が流れる音
や鳥のさえずり、小動物との遭遇など全てが非日常。
木漏れ日を浴びながら自分のペースでゆっくり森の
中を走っていると、研究生活から解放されてリフレ
ッシュできる。走っている最中に研究上の良いアイ
デアを思いつくこともある」
　これまで100㎞のトレイルランの大会にオースト
ラリアで３回、香港で１回出場した。今年４月末に
は富士山の麓を数日かけて約160㎞走る日本最高峰
の大会「ウルトラトレイル・マウントフジ」に出場
する予定だ。
　藤田さんの100㎞レースの完走タイムは約20時

間。走るペース、エネルギー補給のタイミング、各
休憩所への到着時刻、休憩時間などを予測し、事前
にゴールまでの綿密な計画を立てる。ただレース当
日には様々なアクシデントが発生するため、臨機応
変な対応力が求められる。
　研究活動も同様で、研究プロトコルの作成、倫理
審査の申請、研究資金の獲得、研究協力者の募集な
ど全ての工程を細分化してスケジュールを組むが、
「計画通りに進むことなどまずない」。プロジェクト
を動かしながら軌道修正するスキルが必要になると
いう。
　研究活動もトレイルランも「長い道のりを完走で
きるだけの想いの強さが求められる点で共通してい
る」と藤田さん。「研究が忙しくて森で走れない日
が続くと、研究を続ける意志にも悪影響が現れる。
今後もバランスよくトレイルランを続けていきた
い」と語る。

100kmのトレイルランに挑戦
走りも研究も対応力が重要

世界の研究者と連携
ＱＩ普及に取り組む

19
年
５
月
に
出
場
し
た
「
ウ
ル
ト
ラ
ト
レ
イ
ル
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
で
は

１
０
０
㎞
を
約
22
時
間
で
完
走
し
た
（
藤
田
さ
ん
提
供
）

第 78 号 2020（令和２）年 3 月 1 日　日曜日（ 12 ）


	Button1: 


